令和２年2月24日（月・振替休日）
支部・団体責任者（理事）様
所属正会員各位

選挙管理委員会　遠藤京二

埼玉県代議員選挙各立候補者　立候補理由について（まとめ）
立候補No.01
　静　　眞喜雄（大宮支部）
埼玉県の空手発祥の地として、半世紀以上の伝統のある大宮支部の300名を超える成人会
員・少年少女会員・後援者の方々の声を公益社団法人日本空手協会に確実に届け、また支
[bookmark: _GoBack]部創成期よりの会員としての正統な格式を以て、公益社団法人日本空手協会の組織に関わ
るために立候補をするものです。

立候補No.02

　朝比奈　裕之（南越谷支部）
空手の多くの流派、会派ある中で空手協会の空手を愛好するものとして、地域の人たちに広め愛好者を増やし、その会員の方々の意見や思いを総本部に伝えるパイプ役としての道が開けるようにして風通しの良い支部運営、今後の埼玉県本部、発展と益々の公益社団法人日本空手協会の空手普及のために少しでも、力になりたいという思いで、立候補いたしました。

立候補No.03
　井上　英雄　（北本支部）
日本空手協会は長年にわたり青少年に対し技の練磨を通し健全な心身の育成、礼節や伝統を尊重する態度など、高い徳性を養う人間教育を実践してきました。平成２４年には公益社団法人として内閣総理大臣より改めて認定をうけ、将来のある青少年たちが公益社団法人日本空手協会会員として高体連、全空連、オリンピックなど、どこでも活躍出来る環境を整え守る必要があります。また、空手協会組織のさらなる発展のために私は代議員として、これからの日本空手協会のあるべき方向性を議論し会員のために微力ながら貢献したいと思います。

立候補No.04
　佐々木　正喜（草加支部）
記載なし

立候補No05
　蒔苗　正信（和光支部）
総本部の指導の下（定款・倫理規定・師範会規則等含む）、また、先般の最高裁勝訴判決（Ｈ３１・３・１４：会長名文）に伴い、埼玉県本部を代表し主犯格として活動した県本部の「有志の会」に対し、主席師範の師範会活性化の提言（Ｈ・２８．１）を尊重し、また埼玉県本部を立ち上げた故庄司　寛先生の意向をも汲み県本部の再生・活性化に人力を図り空手家として恥じない「道」を後輩育成のためにも提言したい。

立候補No06
　四方　秀一（東浦和支部）
私は公益財団法人 日本空手協会 総本部の意向を支持し、我意を去り、一致協力し不動の決意をもって空手道の普及、育成に全力を尽くします。

立候補No07
　神田　　修（武蔵浦和支部）
私は (公社)日本空手協会総本部の意向を汲み支持すると共に、埼玉県の有志の会とは一線
を画し平成28年11月14日(K16-080)・平成3l年3月14日(会長19-007)通知により最高       
裁勝訴判決を踏まえ、埼玉県本部の秩序の回復と正常化の加速に尽カする。             
1　初段審査会の地区開催について                                                    
   (公社)日本空手協会総本部、植木正明主席師範通知 (平成27年4月3日)の意向を汲
むと共に技術委員会決議を尊重し令和2年度より「初段審査会」の地区開催を実行する

立候補No08
　早川　武志（武蔵浦和支部）
代議員として４期目の立候補をさせていただきます。　
日本空手協会の総本部の体制を支持し、運営についても協力して参ります。
　地域密着活動として子供達に日本の武道を伝え、空手を通じた人間教育を目指し日本空手協会の空手道の普及発展に尽力いたします。
　近隣支部とも連携を取りながら、埼玉県を代表して総本部へ意見を述べるとともに総本部の方針を尊重して活動を行って参ります。
[bookmark: _gjdgxs]また、他県代議員の人脈も活用し、日本空手協会の運営が円滑に行われるように努力して参りますのでご支援の程よろしくお願い申し上げます。　

立候補No09
　大関三喜男（児玉支部）
日本空手協会の永続的な発展の為に尽力したい。
立候補No10
　廣澤　勝幸（さいたま南支部）
空手協会のために、自分にできることを協力したいと思ったため。

立候補No11
　小嶋　　健（浦和謙武支部）
代議員として公益社団法人 日本空手協会の永続的な発展に寄与したく
立候補いたします。

立候補No12
　山下　和宏（川越支部）
公益社団法人　日本空手協会の安定と発展のため代議員として尽力したい。

立候補No13
　三上　寛之（さいたま揚志支部）
　日本空手協会に育ててもらった一空手人として、埼玉県内の全ての会員がシンプルに心から空手道を楽しむ事ができるよう、その環境確保に寄与したく、立候補させていただくこととしました。

立候補No14
　西村　和宏（行田支部）
協会の運営に県の意見を反映させたい。

以上
2

